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４
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よ
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名
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屋
市

　「
名
古
屋
東
急
ホ
テ
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開
催

●
参
加
者 

３
０
０
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て
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全
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澤
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⑤
組
織
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委
員
会

　

⑥
教
育
研
修
委
員
会

　

⑦
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
委
員
会

　

⑧
全
青
協
各
県
青
年
会
代
表
者
会
議

◆
Ｄ
Ｘ
事
業
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

Ｄ
Ｘ

－

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
を
実
践
さ
れ
て
い
る

メ
ン
バ
ー
か
ら
、
実
例
報
告
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
実
際
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。

◆
「
全
印
工
連
特
別
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
」

　

A
d
o
b
e
製
品
を
一
般
流
通
価
格
よ
り

安
価
で
利
用
で
き
る
特
別
プ
ラ
ン
が
案
内

さ
れ
た
。
切
り
替
え
タ
イ
ミ
ン
グ
で
損
に

は
な
ら
な
い
な
ど
補
足
説
明
も
行
わ
れ
、

よ
り
多
く
の
会
員
の
利
用
が
促
さ
れ
た
。

◆
「
２
０
２
３
全
日
本
印
刷
文
化
典
広
島

大
会
」

　

全
体
会
議
の
最
後
は
、
２
０
２
３
年
10

月
に
開
催
予
定
の
全
日
本
印
刷
文
化
典
広

島
大
会
の
案
内
で
「
真
っ
赤
に
燃
や
せ
！

印
刷
魂
」
の
幟
や
横
断
幕
を
持
っ
て
登
壇

さ
れ
、
広
島
工
組
の
方
々
が
熱
意
を
語
ら

れ
た
。

〔
懇
親
会
〕

　

宿
泊
者
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
考
慮
し

て
、
全
体
会
議
の
後
、
時
間
を
改
め
て
懇

親
会
が
実
施
さ
れ
た
。
多
く
の
方
が
出
席

さ
れ
、
奈
良
工
組
は
滋
賀
工
組
の
方
々
と

同
じ
円
卓
に
つ
き
、
交
流
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。料
理
に
は
愛
知
の
食
材
も
使
わ
れ
、

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
な
ど
の
余
興
と
共
に
参
加

者
を
楽
し
ま
せ
た
。（

文
章　

植
原 

雅
勝
）

全体会議 滝澤会長

DX 事業パネルディスカッション
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2
． 

環
境
関
連
情
報
提
供
に
つ
い
て

①
第
20
回
環
境
優
良
工
場
表
彰
・
Ｇ
Ｐ
認

定
制
度
大
賞
及
び
第
21
回
印
刷
産
業
環
境

優
良
工
場
表
彰

②
日
印
産
連
・
印
刷
産
業
に
お
け
る
環
境

関
連
法
規
集
２
０
２
２
年
版

③
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

④
Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
の
普
及
協
力

⑤
「
環
境
推
進
工
場
登
録
」
認
定
状
況

最
後
に
全
印
工
連
か
ら
協
力
依
頼
が
あ

り
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
大
幅
に
上
が
っ

て
い
る
状
況
を
受
け
、
電
力
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
」
旨
の
説
明

が
あ
り
、
各
工
組
に
お
い
て
は
ご
協
力
く

だ
さ
い

〔
概
要
〕

各
県
の
印
刷
工
組
の
青
年
会
の
代
表
者
が

出
席
し
て
、
自
己
紹
介
や
青
年
会
の
近
況

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

〔
内
容
〕

◆
岩
村
議
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

◆
自
己
紹
介
タ
イ
ム

　

テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ

か
、
全
員
の
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
が
設
け
れ
、
各

県
の
青
年
会
の
近
況
な
ど
報
告
さ
れ
た
。

奈
良
の
報
告
と
し
て
は
、
青
年
部
も
親
会

も
参
加
人
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
親
会
へ
参
加
す
る
形
で
休
会
に

な
っ
た
と
説
明
し
た
。

◆
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
報
告

　

各
地
区
に
先
行
し
て
開
催
さ
れ
た
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
内
容
シ
ェ
ア
が
行
わ

れ
た
。
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
本
業
に

役
に
立
つ
話
だ
っ
た
」「
実
践
し
て
い
き

た
い
」
な
ど
の
熱
い
感
想
が
聞
け
た
。
今

後
ま
だ
全
国
８
か
所
で
開
催
さ
れ
、
所
属

地
区
で
な
く
て
も
参
加
で
き
る
の
で
、
日

程
の
合
う
日
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
の
案

内
が
あ
っ
た
。

※
事
前
に
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
大

青
協
の
西
岡
さ
ん
や
和
歌
山
工
組
の
玉
置

さ
ん
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
合
し
た
方
々

と
今
回
リ
ア
ル
で
ご
挨
拶
で
き
た
。

広島工組　2023 全日本印刷文化典の案内懇親会 ジャグリング

近畿ブロック担当
西岡 副議長（大青協）

岩村議長

今
回
の
環
境
労
務
委
員
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
り
、
リ
ア
ル
開
催
と
な
り
、

全
印
工
連
の
環
境
労
務
委
員
会
の
小
島
会

長
が
議
長
と
な
り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
に
説
明
の
あ
っ
た
労
務
関
連
法
令
や

環
境
関
連
情
報
に
つ
い
て
箇
条
書
き
に
て

記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

1 

．
労
務
関
連
法
令
・
情
報
提
供

①
令
和
４
年
10
月
以
降
の
雇
用
調
整
助
成

金
特
例
措
置
及
び
産
業
安
定
助
成
金
の
拡

充②
令
和
４
年
度
地
域
別
・
新
産
業
別
最
低

賃
金
の
周
知
（
奈
良
県
の
最
低
賃
金
は

８
９
６
円
）

③
「
中
小
印
刷
業
モ
デ
ル
就
業
規
則

２
０
２
１
」
の
販
売
周
知
（
令
和
４
年
９

月
現
在
の
販
売
実
績
は
７
１
４
部
）

④
労
務
セ
ミ
ナ
ー
の
周
知

「
知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
労

働
法
と
労
働
基
準
法
改
正
案
セ
ミ
ナ
ー
」

と
「
幸
せ
な
働
き
方
改
革
へ
向
け
て
」
の

２
種
類
の
セ
ミ
ナ
ー

⑤
中
災
防
「
職
長
等
の
安
全
衛
生
教
育
の

対
象
業
種
が
拡
大
さ
れ
ま
す
」

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
製
本
業
及
び
印
刷

物
加
工
業
に
お
い
て
も
職
長
等
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育
が
義
務
化
に
な
り
ま
す
。

◆ 

環
境
労
務
委
員
会委

員
長
　
吉
川  

均

◆ 

全
青
協
各
県
青
年
会
代
表
者
会
議

委
員
　
植
原  

雅
勝
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令
和
4
年
9
月
20
日
（
火
）

奈
良
県
経
済
倶
楽
部
ビ
ル
5
階
大
会
議
室

講
師
：
特
定
社
労
保
険
労
務
士
ア
ミ
テ
ィ

エ
社
会
保
険
労
務
士
法
人
奈
良
　

代
表
　
森
村
和
枝
氏 

　

9
月
20
日
午
後
2
時
か
ら
「
働
き
方
改

革
も
大
詰
め
に
！
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

去
年
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
森
村
先
生
に

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
で
今
年
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

開
催
。
リ
ン
ダ
グ
ラ
ッ
ト
ン
著
の
「
ワ
ー

ク
シ
フ
ト
」
か
ら
20
年
後
は
私
た
ち
の
働

き
方
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
話
か
ら
抗
議
が
始
ま
り
ま

し
た
。
働
き
方
の
近
未
来
と
し
て
5
つ
の

要
因
と
し
て

要
因
１　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化

さ
れ
た
が
、
直
会
は
中
止
と
な
っ
た
。

講
演
会
は
「
年
が
ら
年
中
饅
頭
祭
」
～
奈

良
大
和
の
和
菓
子
食
べ
尽
し
～
を
講
師
・

太
鼓
打
ち
源
五
郎
（
小
関
吉
浩
氏
）
が
登

壇
さ
れ
ま
し
た
。

要
因
２　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

要
因
３　

人
口
構
成
の
変
化
と
長
寿
化

要
因
4　

社
会
の
変
化

要
因
５　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
の
深

刻
化
が
あ
る
。

目
の
前
の
問
題
に
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り

で
対
処
す
る
こ
と
で
終
始
し
、
こ
と
ご
と

く
対
応
が
後
手
に
回
る
「
漫
然
と
迎
え
る

未
来
」
な
の
か
人
々
が
様
々
な
働
き
方
を

試
し
、
お
互
い
か
ら
学
習
し
て
優
れ
た
ア

イ
デ
ィ
ア
を
素
早
く
取
り
入
れ
て
い
く
。

人
々
が
主
体
的
に
決
断
を
く
だ
し
、
賢
い

選
択
を
行
い
、
そ
の
決
断
と
選
択
の
結
果

を
受
け
止
め
る
覚
悟
が
あ
る
場
合
に
実
現

す
る
「
主
体
的
に
築
く
未
来
」
こ
の
よ
う

な
未
来
で
は
、
人
々
が
こ
れ
ま
で
よ
り
強

調
し
て
仕
事
を
行
い
、
十
分
な
敬
意
を
払

わ
れ
、
高
度
な
専
門
技
能
を
身
に
着
け
、

職
業
す
べ
て
の
要
素
が
調
和
す
る
。
し

か
し
日
本
の
課
題
と
し
て
2
0
0
0
年

を
１
０
０
と
し
た
場
合
の
平
均
年
間
賃
金

の
推
移
で
は
先
進
国
の
中
で
日
本
だ
け
が

賃
金
が
下
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
由
々
し

講演会

　講師 森村 和枝氏

奈良工組 乾理事長

令
和
4
年
9
月
15
日
（
木
）

午
前
11
時
～
開
催

　

酷
暑
に
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
印
刷

出
版
の
祖
と
し
て
林
家
第
7
代
目
林
宗
二

之
命
の
功
業
を
顕
彰
す
る
祭
典
と
し
て
46

回
目
と
な
り
ま
す
。
現
代
の
印
刷
出
版
の

大
い
な
る
発
展
を
御
神
前
に
奉
謝
す
る
と

共
に
、
業
界
の
今
後
の
繁
栄
と
、
学
術
文

化
の
向
上
と
を
祈
願
す
る
祭
典
で
す
。

　

今
回
も
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

を
巡
る
状
況
に
鑑
み
、
特
に
顕
彰
会
に
ご

縁
の
深
い
方
達
に
限
定
し
て
祭
典
が
開
催

さ
れ
た
。
な
お
、
祭
儀
は
例
年
通
り
斎
行

働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー

 
第
46
回 

林
神
社
顕
彰
祭

                  「
節
用
集
ま
つ
り
」



5　　SHOUIN

奈良の印刷　摺印　2022.11

き
問
題
で
実
に
悩
ま
し
い
こ
と
。
続
い
て

働
き
方
改
革
関
連
法
の
全
体
像
の
説
明
の

後
、
労
働
時
間
の
考
え
方
、
労
働
時
間
の

適
正
な
把
握
の
た
め
に
使
用
者
が
講
ず
べ

き
措
置
な
ど
の
説
明
。
働
き
方
改
革
推
進

助
成
金
の
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
講
義
が

終
了
し
た
後
、
ま
だ
取
得
で
き
る
助
成
金

が
あ
り
そ
う
と
の
質
問
が
相
次
い
だ
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
も
具
体
的
で
わ
か

り
や
す
か
っ
た
と
か
、
詳
細
な
助
成
金
の

話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
と
大
変
好
評
で
し

た
。

令
和
4
年
10
月
11
日
（
火
）　

奈
良
県
経
済
倶
楽
部
ビ
ル
5
階
大
会
議
室

に
て
午
後
2
時
か
ら

「
D
X
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
」
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
開
催
。

講
師
に
全
印
工
連
D
X
推
進
P
T
委
員

長
の
福
田
浩
志
氏
を
招
聘
し
た
。

ま
ず
、
全
印
工
連
の
い
う
D
X
事
業
と

は
単
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
で
は
な

く
、
印
刷
産
業
に
お
け
る
D
X
の
定
義

と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
デ
ー
タ
の

活
用
に
よ
り
、
印
刷
産
業
が
抱
え
る
諸

問
題
を
改
善
し
、
生
産
の
効
率
化
や
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
を
促
進
す
る
こ

と
で
、
印
刷
産
業
全
体
の
構
造
改
革
を

も
た
ら
し
、
印
刷
産
業
が
光
り
輝
く
産

業
と
し
て
変
貌
を
遂
げ
、
H
A
P
P
Y 

I
N
D
U
S
T
R
Y
と
な
る
こ
と
で
あ

る
。

調
査
か
ら
判
明
し
た
印
刷
産
業
の
課
題

セミナー風景 堀井教育委員長

D
X
戦
略
セ
ミ
ナ
ー

く
こ
と
が
必
要
。

印
刷
版
D
X
ジ
ョ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の

イ
メ
ー
ジ
と
し
て

高
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
提
供
産
業
へ
の
転

換
に
は
D
X
導
入
に
よ
り
、
限
ら
れ
た

経
営
資
源
を
各
社
が
安
心
し
て
各
社
の
得

意
分
野
に
集
中
投
下
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
生
産
協
調
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
必
要
。

全
印
工
連
D
X
シ
ス
テ
ム
の
概
要
の
説

明
は
組
合
間
受
発
注
シ
ス
テ
ム

全
印
工
連
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
開
発
。
内
容

と
し
て
は
発
注
と
同
時
に
グ
ル
ー
プ
内
の

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
か
ら
の
自
動
見
積
も
り
の

受
領
、
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
サ
イ
ド
の
稼
働
状

況
、
需
給
に
よ
る
価
格
決
定
シ
ス
テ
ム
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
・
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
共
有
が
可
能
等
。

あ
と
は
、
具
体
的
な
今
稼
働
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
の
話
や
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム

（
M
I
S
）
の
説
明
が
あ
っ
た
。

M
I
S
と
は
東
京
都
印
刷
工
業
組
合
が

中
小
企
業
向
け
に
開
発
。

「
ブ
レ
イ
ン
」
と
命
名

特
徴
は
、
ク
ラ
ウ
ド
の
た
め
の
初
期
投
資

が
安
価
・
利
用
は
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
・

経
営
の
見
え
る
化
・
数
値
管
理
・
売
上
及

び
収
益
の
管
理
・
製
造
原
価
の
把
握
及
び

管
理
・
小
企
業
向
け
の
シ
ス
テ
ム
・
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
は
不
可
な
ど
で
す
。

中
小
印
刷
会
社
の
グ
ル
ー
プ
化
に
よ
る
メ

・
設
備
稼
働
率
の
悪
化
・
生
産
設
備
の
供

給
過
剰
・
受
注
単
価
下
落
に
よ
る
営
業
利

益
率
の
低
下

・
収
益
管
理
が
行
え
な
い
・
経
営
者
の
高

齢
化
に
よ
る
事
業
承
継
の
問
題

印
刷
産
業
の
底
上
げ
の
方
向
性
と
し
て

・
個
々
の
得
意
分
野
の
把
握
・
得
意
領
域

の
組
み
合
わ
せ
・
様
々
な
企
業
連
携
・
稼

働
情
報
デ
ー
タ
の
連
携

・
管
理
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
→
D
X
生

産
性
向
上　

付
加
価
値
の
創
出

生
産
性
向
上
の
た
め
の
新
事
業
と
し
て
目

指
す
。

供
給
過
剰
を
解
消
し
、
同
質
化
競
争
か
ら

の
脱
却
し
、
高
付
加
価
値
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
産
業
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
必
要
。

現
状
を
放
置
す
れ
ば
供
給
過
剰
に
よ
り
付

加
価
値
額
が
減
少
し
、
大
規
模
高
生
産
能

力
型
は
さ
ら
に
生
産
能
力
を
向
上
し
寡
占

化
し
て
い
く
の
に
対
し
、
付
加
価
値
の
高

い
受
注
ル
ー
ト
が
破
壊
さ
れ
、
印
刷
産
業

が
創
出
し
て
い
た
付
加
価
値
額
が
減
少
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

個
々
の
経
営
資
源
を
得
意
分
野
に
集
中
す

れ
ば
付
加
価
値
額
が
増
大
。

印
刷
産
業
全
体
を
成
長
さ
せ
る
に
は
、
小

規
模
サ
ー
ビ
ス
・
製
造
併
用
型
の
企
業
を
、

小
規
模
サ
ー
ビ
ス
特
化
型
に
移
行
さ
せ
、

製
造
は
大
規
模
高
生
産
能
力
の
企
業
に
任

せ
、
産
業
全
体
と
し
て
の
生
産
性
を
向
上

さ
せ
、
付
加
価
値
の
源
泉
を
育
成
し
て
い

 講師 福田 浩志氏



SHOUIN　　6

奈良の印刷　摺印　2022.11

令
和
４
年
度
　
全
国
青
年
印
刷
人
協
議
会

 

　
　
　
　
　   

　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

（
9
月
～
11
月
に
全
国
９
地
区
で
開
催
）

委
員
　
植
原
雅
勝

●
日
時 

令
和
４
年
11
月
5
日
（
土
）　

午

後
１
時
よ
り

●
場
所 

大
阪
市
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
会

議
室
」
に
て
開
催

●
参
加
者 

52
人
（
内
訳　

来
賓
4
人
、

全
青
協
7
人
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
41
人
）

〔
概
要
〕
今
期
の
テ
ー
マ
が
「
本
業
（
じ
く
）

を
変
え
な
い
儲
か
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」で
、

「
本
業（
じ
く
）か
ら
探
す
課
金
ポ
イ
ン
ト
」

セ
ミ
ナ
ー
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

〔
内
容
〕
本
業
で
は
な
か
な
か
利
益
を
出

す
の
が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
本
業
あ
っ
て
の
収
益
多
様
化
方
法

を
、
具
体
的
な
事
例
を
交
え
、
わ
か
り
や

す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
今
現
在
の
各
々

の
会
社
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
の
繋

が
り
先
を
棚
卸
し
し
て
、
課
金
ポ
イ
ン
ト

を
見
つ
け
出
し
収
益
多
様
化
に
繋
げ
て
い

く
た
め
の
手
法
を
実
践
し
ま
し
た
。
少
人

数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
意
見
交
換

や
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

◆
価
値
獲
得
で
の
事
業
利
益
の
生
み
方
の

事
例

今後の予定

12 月  ８日 ( 木 )  理事会　奈良県経済倶楽部ビル 5 階　午後 4 時～　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後 6 時から懇親会

12 月16 日 ( 金 )  ポスターコンクール審査　奈良県経済倶楽部ビル 3 階午前 10 時半～

  1 月17日 ( 火 )  MUD セミナー　奈良県経済倶楽部ビル 4 階会議室午後 2 時～

  1 月27日 ( 金 )  CSR セミナー　奈良県経済倶楽部ビル 5 階大会議室　午後 2 時～ 4 時
　　　　　　　　　　　　　　　全印工連のヒアリング 5 階小会議室　午後 4 時 15 分～

  2 月  6 日 ( 月 )（予定）新年交流会　ホテル日航奈良　午後 6 時～

令和
4 年

令和
5 年

リ
ッ
ト
と
し
て
設
備
投
資
が
抑
え
ら
れ
る

点
、
別
事
業
展
開
に
人
員
が
割
り
当
て
ら

れ
る
な
ど
、
負
担
を
分
散
で
き
、
投
資
へ

の
可
能
性
が
広
が
る
→
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
が

可
能
と
い
う
こ
と
で
す
。

2
時
間
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
ま
し
た
が
中
身

の
濃
い
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
も
か
な
り
の
刺
激
が
あ
っ
た
よ
う

で
『
印
刷
業
界
と
し
て
の
D
X
推
進
、

本
当
の
意
味
で
の
D
X
戦
略
と
い
う
の

が
少
し
理
解
で
き
た
』
な
ど
の
内
容
で
し

た
。	

セミナー風景中島経営革新・
マーケティング委員長

◆
収
益
源
を
組
合
せ
る
、
磨
き
上
げ
る

◆
価
値
創
造
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
×
利
益
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

◆
収
益
源
の
多
様
化
×
利
益
化

◆
収
益
源
（
売
手
）
＝
課
金
ポ
イ
ン
ト
（
買

手
）

◆
課
金
者
＋
課
金
ポ
イ
ン
ト
＋
時
間
軸

（
タ
イ
ミ
ン
グ
）

◆
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
＋
課
金
者
＋
課
金

ポ
イ
ン
ト

※ 

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
新
世
界
の
串
カ

ツ
屋
に
移
動
し
て
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

全
国
青
年
印
刷
人
協
議
会
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今年のポスターコンクールのテーマは、日頃と奈良工組でも取り組んで知る

「MUD（メディアユニバーサルデザイン）の認知度アップ」です。

〜作品募集要項〜

〜「2022 年ポスター」制作の注意事項〜

目　　的
　ポスターを制作することにより、奈良県印刷業界が日々躍進を挙げている事の PR とイメージアップを図る。

作品規定
　◎作　品　未発表で印刷可能な作品（１社１点を原則とします）
　◎サイズ  B2 サイズ縦位置作品（応募作品は A3 サイズで提出）
　※作品にはテーマ、制作者、所属企業名を記入した企画書 (A4) を添付して下さい。（フリガナ必須）

応募規定
　奈良県印刷工業組合に加盟されている事業所に所属され、パソコン（MAC）でデザイン
　および印刷出力が可能で成果品を印刷納品していただけること。

応募期限
　令和４年 12 月 7 日（水）までに奈良県印刷工業組合事務所に到着のこと。

審　　査
　令和４年 12 月中旬くらいに 奈良県印刷工業組合の委員と専門家の先生２名にて実施。

発　　表
　決定次第各事業所にＦＡＸにて通知いたします。
　最優秀賞・・・・・・・・・・　１点
　優秀賞・・・・・・・・・・・    ２点
　（入賞者には、賞金と表彰状の贈呈を行います。）

※最優秀賞作品には PR ポスターとして令和 5 年１月中旬に組合の企業、県外の組合事務局などに配布されます。
　なお、最優秀賞受賞の会社は令和 4 年 12 月 20 日までに B2 サイズで 150 枚印刷して奈良県印刷工業組合事
　務所まで納品してください。　

1.ポスターのサイズ
　B2　（天地 728 ミリ×左右 515 ミリ）縦位置で制作してください。
　但し奈良県印刷工業組合加盟企業名（38 社）を表示してください。（ＨＰアドレスも記入）

2.ポスターの主な仕様・・・・・・・・オフセット平版片面４色カラー印刷
　印刷用紙はアート紙 4/6 判 135㎏相当
　印刷インキは耐光性インキを使用
　印刷枚数は 100 枚
　送付用に三角柱の包みまたはポスター用段ボールに入れて納品して下さい。
　（長さが必ず 60 センチ以下のものでお願いします）

3.ポスターの印刷は、￥140,000（ポスター包装、表彰状 4 枚分含む） で
最優秀賞受賞の 事業者に依頼します。　

4.ポスターの納品場所は、奈良県印刷工業組合事務所です。

以上（お問い合わせは組合事務所まで）０７４２－２６－５４７４

515

728

奈良県印刷工業組合

募集中！！
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奈良県奈良市角振町 奈良第一生命ビル ℡ ㈹
第一生命ホームページ

私たち第一生命は、お客さまの大切な人生、大切な人、大切な未来のために、

保険というかたちある「安心」をお届けし、その「安心の絆」を確かなものにしていくことを

願っています。私たちは、これからも、お客さまの「一生涯のパートナー」として、

「生涯設計」によって、かたちある「安心」をつくり、届け、広めてまいります。

奈良支社


